











氏  名 佐藤 洋子 
 





















第 1章と第 2章では、地域差に着目する前に、日本女性の労働の特徴についてまとめた。 
第 1 章では近代以降の日本社会の変動と女性労働について、①高度経済成長期以前、②
高度経済成長期・安定期、③1990 年代以降、の 3 つの時期に分けて概観した。 
高度成長期には日本の女性の働き方の特徴とされる M 字型就労（女性の就労率が出産・
育児期に低下し、子育て後の年代で再び上昇すること）が一般化し、この時期に形成され













































































の 4 つの階層に分化している。この 4つの階層構造に収斂すること自体が、現代の女性就
労のあり方の一つの特徴である。6 章で示したように、かつて備後地域の縫製業で働いて
いた女性は、もっと多様な形で仕事と家庭の両立を行っていた。 
この階層間の移動の大きなきっかけが、結婚や出産である。4 章の A 社の事例で見たよ
うに、独身時代には男性並みに働き「均等」待遇を受けていた女性たちは、結婚を機に「均
等」から排除され、「両立」型の働き方を選択する。またこの階層移動は基本的にⅡからⅢ、
Ⅳへと下方への移動であることも大きな問題である。いったん「両立」型の働き方を選択
した女性が再び「均等」型の働き方に戻ることは非常に難しい。 
そしてもう一つ本研究で明らかにしたのは、地域によって女性に開かれた仕事の量や質
が異なり、上で述べた女性労働者の階層構造に地域差があることである。本研究の事例で
 言えば、広島市は都市的サービス業、未婚女性の就労が中心の地域であり、①「均等」型
が中心の地域であった。呉市は、重化学工業が中心で女性の就労の場が限られた地域であ
るため、「均等」型や「両立」型の正社員の職がそもそも少なく、既婚女性の働ける職は、
「コスト」面での活用をねらったパートが中心である。福山市、とくに備後縫製業の場合、
縫製業の縮小に伴いその量は減っているものの、正社員であれば、独身女性は「均等」型
に、子育て中の女性は「両立」型で働くことが可能である。しかしコスト面での活用を意
図したパート女性は、外国人研修生も含まれる中でより厳しい競争を強いられている。 
「女性活用」が取り上げられる現代、「均等」も「両立」も手に入れることが女性にと
って望ましいとされてきた。だが現実にその両方を手に入れる女性はほとんどいないこと、
そして地域によりその両方にアクセスする機会が異なることを本研究では示してきた。女
性たちが、いま暮らしている地域で、自立して働ける社会を考えるのであれば、本研究で
明らかにしてきた点は、必ず考慮しなければならない問題である。 
 
